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第二章 人権問題や差別についての意識 

１ 基本的な人権問題に関する意識 

（１）質問と回答の状況 

問１  あなたは、次の（１）～（15）について、人権上どの程度問題があると思いますか。  

すべてのことがらについて、あなたのお考えにもっとも近いものをお答えください。 

（それぞれ1つに○） 

 

74.6 

71.3 

66.9 

54.2 

52.9 

47.8 

45.7 

38.4 

37.2 

27.1 

23.1 

21.8 

19.4 

17.7 

10.8 

16.6 

19.8 

23.2 

33.6 

33.7 

32.9 

38.6 

41.6 

40.6 

35.6 

25.6 

42.9 

29.9 

29.0 

29.6 

2.9 

2.5 

3.5 

6.0 

6.4 

9.2 

7.3 

11.4 

13.1 

24.2 

34.1 

22.6 

25.8 

36.8 

30.8 

1.6 

2.3 

2.1 

1.7 

2.9 

4.8 

3.6 

4.1 

4.6 

8.8 

12.2 

8.1 

20.3 

12.2 

23.1 

4.2 

4.1 

4.2 

4.5 

4.1 

5.3 

4.8 

4.5 

4.4 

4.4 

4.9 

4.6 

4.6 

4.4 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プライベートな写真や情報をインターネット上で

誰もが見ることができる状態になってしまうこと

犯罪被害者やその家族の氏名や住所を、本人の

了解なしに報道すること

インターネット上に、個人や団体に対する誹謗

中傷や偏った考えによる意見が書き込まれること

障がい者であることを理由に、マンションなど

住宅の入居を拒否すること

親の世話や介護は、女性の役割だと考えること

ホテルや旅館がハンセン病回復者などの宿泊を

断ること

地域住民が特別養護老人ホームや障がい者施設

などの福祉施設の建設に反対すること

外国人であることを理由に、マンションなど

住宅の入居を拒否すること

景気の悪化などを理由に、まず外国人労働者から

解雇すること

結婚する際に、興信所や探偵業者などを使って

相手の身元調査を行うこと

教師が子どもの指導のために、ときには体罰を

加えることも必要だと考えること

ニートやひきこもりの状態になるのは、本人の

責任が大きいと考えること

男性同士、女性同士の結婚が制度上認められない

こと

保護者が子どものしつけのために、ときには

体罰を加えることも必要だと考えること

野宿生活者（ホームレス）が生活している公園

では、子どもを遊ばせないようにすること

問題あり どちらかといえば問題あり どちらかといえば問題なし 問題なし 無回答・不明

N=753
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いくつかの人権にかかわる状況について、問題だと思うかどうかを尋ねたところ、問題が

あるという回答が最も多かったのは、「プライベートな写真や情報をインターネット上で誰

もが見ることができる状態になってしまうこと」、最も少なかったのは、「野宿生活者（ホ

ームレス）が生活している公園では、子どもを遊ばせないようにすること」となっています。

インターネットや犯罪被害者等、近年注目されているテーマで問題を感じる人が多くなって

いる一方で、「野宿生活者（ホームレス）が生活している公園では、子どもを遊ばせないよ

うにすること」、「男性同士、女性同士の結婚が制度上認められないこと」については、

「問題なし」が２割を超えています。これらに加え、教師や保護者の「体罰」についての質

問でも、「問題あり」と「どちらかといえば問題あり」の合計は半数に満たず、人権上の問

題としてはとらえていない人が多くいることがうかがえます。 

 

（２）大阪府調査との比較 

本調査は、2010年に実施された大阪府「人権問題に関する府民意識調査」（有効回答数

903）、2005年に実施された前回調査である、茨木市「人権問題に関する市民意識調査」

（有効回答数1,435）といくつかの質問が共通しており、大阪府全体の意識調査と比較する

ことで本市の特徴を示すことや、過去の調査と比較することで意識の変化を示すことが可能

となっています。本報告書では、比較が可能な設問についてはすべて、比較した結果を示し

ています。 

この質問について、同様の設問を含んでいる大阪府の調査と比較すると、全体として本調

査の結果の方が「問題がある」という回答が多くなっており、比較的人権上の問題を感じる

人が多いことがうかがえます。教師の体罰について、特に差が大きくなっていますが、これ

は大阪府の調査の後に、学校の部活動における体罰事件が大きなニュースになったことなど

が影響していると考えられます。 
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■2010年大阪府調査との比較 

91.1 

87.0 

87.8 

81.3 

86.6 

87.2 

80.7 

74.8 

84.3 

80.7 

80.0 

72.3 

77.8 

69.7 

62.7 

56.3 

48.7 

36.8 

64.7 

57.8 

46.7 

37.9 

40.4 

41.0 

4.8 

6.8 

7.7 

12.2 

9.3 

6.4 

14.0 

18.5 

10.9 

12.6 

15.5 

20.8 

17.7 

23.6 

33.0 

37.2 

46.3 

57.0 

30.7 

34.6 

49.0 

56.1 

53.9 

52.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

問題あり＋どちらかといえば問題あり 問題なし＋どちらかといえば問題なし

犯罪被害者やその家族の氏名や住

所を、本人の了解なしに報道する

こと

障がい者であることを理由に、マ

ンションなど住宅の入居を拒否す

ること

親の世話や介護は、女性の役割だ

と考えること

ホテルや旅館がハンセン病回復者

などの宿泊を断ること

地域住民が特別養護老人ホームや

障がい者施設などの福祉施設の建

設に反対すること

外国人であることを理由に、マン

ションなど住宅の入居を拒否する

こと

景気の悪化などを理由に、まず外

国人労働者から解雇すること

結婚する際に、興信所や探偵業者

などを使って相手の身元調査を行

うこと

教師が子どもの指導のために、と

きには体罰を加えることも必要だ

と考えること

ニートやひきこもりの状態になる

のは、本人の責任が大きいと考え

ること

保護者が子どものしつけのため

に、ときには体罰を加えることも

必要だと考えること

野宿生活者（ホームレス）が生活

している公園では、子どもを遊ば

せないようにすること

(%)

 

※大阪府調査の回答者数は903（以下特に表示がない場合は同様） 

 

 

（３）性別・年齢別・学歴別・暮らし向き別集計 

性別でみると、保護者や教師の体罰については女性の方が「問題あり」又は「どちらかと

いえば問題あり」の比率が高く、同性婚についても、同様の傾向が見られます。 
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年齢別でみると、「野宿生活者（ホームレス）が生活している公園では、子どもを遊ばせ

ないようにすること」については、50歳代以上で「問題あり」又は「どちらかといえば問題

あり」が多くなるのに対し、「男性同士、女性同士の結婚が制度上認められないこと」につ

いては40歳代以下で「問題あり」又は「どちらかといえば問題あり」が多くなっています。

また、回答者数が少ないため明確な傾向とは判定できませんが、20歳代については全体的に

「問題あり」という回答が少なく、「保護者が子どものしつけのために、ときには体罰を加

えることも必要だと考えること」や「ニートやひきこもりの状態になるのは、本人の責任が

大きいと考えること」については、「問題あり」と「どちらかといえば問題あり」の合計に

ついても他の世代より少なくなっています。 

暮らし向き別でみると、「ホテルや旅館がハンセン病回復者などの宿泊を断ること」や

「外国人であることを理由に、マンションなど住宅の入居を拒否すること」について、暮ら

し向きを悪いと感じている人ほど「問題あり」又は「どちらかといえば問題あり」という回

答が少なくなっています。 
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問１  あなたは、次の（１）～（15）について、人権上どの程度問題があると思いますか。すべてのことがらについ
て、あなたのお考えにもっとも近いものをお答えください。（それぞれ１つに○） 

 （１）親の世話や介護は、女性の役割だと考
えること 

（２）保護者が子どものしつけのために、と

きには体罰を加えることも必要だと考えるこ
と 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 52.9 33.7 6.4 2.9 4.1 17.7 29.0 36.8 12.2 4.4 

性
別 

女性（N=418） 53.1 33.3 7.2 3.3 3.1 20.8 32.8 34.2 9.1 3.1 

男性（N=310） 53.5 34.8 5.5 1.9 4.2 14.8 23.9 41.0 15.8 4.5 

年  

齢 

20歳代（N=48） 37.5  50.0  6.3  2.1  4.2  18.8  16.7  50.0  10.4  4.2  

30歳代（N=107） 66.4  26.2  3.7  1.9  1.9  14.0  40.2  37.4  6.5  1.9  

40歳代（N=135） 60.0  28.9  6.7  2.2  2.2  20.0  29.6  34.1  14.1  2.2  

50歳代（N=127） 59.8  32.3  3.9  1.6  2.4  19.7  32.3  31.5  13.4  3.1  

60歳代（N=153） 52.3  35.3  5.2  3.3  3.9  17.0  31.4  38.6  9.2  3.9  

70歳以上（N=172） 40.1  38.4  11.0  4.7  5.8  18.0  20.3  39.5  16.3  5.8  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 52.9  35.0  6.8  2.9  2.4  20.4  20.9  44.2  12.1  2.4  

ふつう（N=411） 56.2  31.6  6.3  2.2  3.6  17.5  32.6  34.5  11.7  3.6  

悪い（N=123） 44.7  39.0  5.7  4.9  5.7  15.4  30.9  34.1  13.0  6.5  

※暮らし向きについては、「良い」と「やや良い」の合計を「良い」、「悪い」と「やや悪い」の合計を「悪い」としています（以下同様）。 
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（３）プライベートな写真や情報をインター

ネット上で誰もが見ることができる状態にな
ってしまうこと 

（４）ホテルや旅館がハンセン病回復者など

の宿泊を断る 
こと 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 74.6 16.6 2.9 1.6 4.2 47.8 32.9 9.2 4.8 5.3 

性
別 

女性（N=418） 75.8 17.0 3.3 0.7 3.1 45.2 35.6 8.9 5.7 4.5 

男性（N=310） 74.5 16.5 2.6 2.3 4.2 52.3 30.6 9.4 2.9 4.8 

年  

齢 

20歳代（N=48） 56.3  31.3  6.3  2.1  4.2  31.3  41.7  14.6  8.3  4.2  

30歳代（N=107） 64.5  27.1  4.7  1.9  1.9  54.2  25.2  15.0  3.7  1.9  

40歳代（N=135） 76.3  15.6  3.7  2.2  2.2  51.1  31.9  11.9  3.0  2.2  

50歳代（N=127） 74.0  18.9  2.4  0.8  3.9  52.0  33.1  6.3  5.5  3.1  

60歳代（N=153） 81.0  11.8  2.6  0.7  3.9  51.0  36.6  3.3  3.9  5.2  

70歳以上（N=172） 82.0  10.5  1.2  1.7  4.7  41.3  34.3  9.9  5.8  8.7  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 75.2  17.0  2.4  2.4  2.9  52.4  30.6  8.7  3.4  4.9  

ふつう（N=411） 74.7  18.0  3.4  0.2  3.6  47.9  34.5  8.8  4.4  4.4  

悪い（N=123） 76.4  12.2  2.4  4.1  4.9  41.5  33.3  11.4  8.1  5.7  

 

 
（５）結婚する際に、興信所や探偵業者など
を使って相手の身元調査を行うこと 

（６）外国人であることを理由に、マンショ
ンなど住宅の入居を拒否すること 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 27.1 35.6 24.2 8.8 4.4 38.4 41.6 11.4 4.1 4.5 

性
別 

女性（N=418） 23.2 40.4 23.4 9.3 3.6 35.9 44.0 12.4 4.1 3.6 

男性（N=310） 32.6 29.4 26.5 7.7 3.9 41.6 40.0 10.6 3.5 4.2 

年  

齢 

20歳代（N=48） 14.6  43.8  25.0  12.5  4.2  39.6  41.7  12.5  2.1  4.2  

30歳代（N=107） 29.9  35.5  24.3  8.4  1.9  47.7  29.9  15.0  5.6  1.9  

40歳代（N=135） 27.4  34.1  27.4  8.9  2.2  32.6  49.6  12.6  3.0  2.2  

50歳代（N=127） 22.8  43.3  22.8  8.7  2.4  31.5  53.5  10.2  2.4  2.4  

60歳代（N=153） 26.1  37.9  20.9  9.8  5.2  34.0  45.1  11.1  4.6  5.2  

70歳以上（N=172） 32.6  28.5  26.7  7.0  5.2  46.5  32.6  9.9  5.2  5.8  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 26.2  31.6  30.1  9.7  2.4  43.2  40.3  9.2  4.9  2.4  

ふつう（N=411） 28.5  37.7  22.4  7.3  4.1  38.4  41.8  12.9  2.7  4.1  

悪い（N=123） 23.6  37.4  22.0  12.2  4.9  30.9  45.5  10.6  7.3  5.7  
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（７）障がい者であることを理由に、マンシ

ョンなど住宅の入居を拒否すること 

（８）ニートやひきこもりの状態になるの

は、本人の責任が大きいと考えること 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 54.2 33.6 6.0 1.7 4.5 21.8 42.9 22.6 8.1 4.6 

性
別 

女性（N=418） 49.8 37.6 7.2 1.7 3.8 23.7 43.3 21.5 7.7 3.8 

男性（N=310） 61.3 29.0 4.5 1.3 3.9 18.7 43.9 23.9 9.4 4.2 

年  

齢 

20歳代（N=48） 56.3  25.0  14.6  - 4.2  8.3  43.8  35.4  8.3  4.2  

30歳代（N=107） 63.6  29.0  3.7  1.9  1.9  23.4  44.9  17.8  12.1  1.9  

40歳代（N=135） 47.4  40.7  7.4  0.7  3.7  12.6  48.1  28.9  7.4  3.0  

50歳代（N=127） 49.6  40.9  5.5  1.6  2.4  23.6  39.4  27.6  7.1  2.4  

60歳代（N=153） 54.2  34.0  5.2  2.0  4.6  24.8  47.1  19.0  4.6  4.6  

70歳以上（N=172） 58.1  29.1  5.2  2.3  5.2  27.3  39.0  16.9  10.5  6.4  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 52.4  37.4  5.3  1.9  2.9  16.5  49.0  22.3  9.7  2.4  

ふつう（N=411） 56.9  31.9  5.8  1.5  3.9  24.6  40.6  22.9  7.5  4.4  

悪い（N=123） 50.4  34.1  8.1  1.6  5.7  21.1  43.9  22.8  7.3  4.9  

 

 
（９）犯罪被害者やその家族の氏名や住所
を、本人の了解なしに報道すること 

（10）景気の悪化などを理由に、まず外国人
労働者から解雇すること 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 71.3 19.8 2.5 2.3 4.1 37.2 40.6 13.1 4.6 4.4 

性
別 

女性（N=418） 73.9 18.2 2.9 1.9 3.1 37.8 43.1 11.7 3.8 3.6 

男性（N=310） 70.3 21.6 1.9 2.3 3.9 36.8 38.4 15.8 5.2 3.9 

年  

齢 

20歳代（N=48） 70.8  20.8  2.1  2.1  4.2  35.4  43.8  12.5  4.2  4.2  

30歳代（N=107） 74.8  15.9  4.7  2.8  1.9  45.8  33.6  12.1  6.5  1.9  

40歳代（N=135） 74.1  19.3  3.7  0.7  2.2  34.1  47.4  12.6  3.7  2.2  

50歳代（N=127） 72.4  22.0  - 3.1  2.4  33.1  42.5  15.7  6.3  2.4  

60歳代（N=153） 71.2  20.9  2.0  2.0  3.9  34.6  48.4  10.5  1.3  5.2  

70歳以上（N=172） 69.2  19.8  2.9  2.9  5.2  40.7  32.6  15.7  5.8  5.2  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 67.5  22.3  4.4  3.4  2.4  35.4  42.2  14.6  5.3  2.4  

ふつう（N=411） 74.0  19.0  1.9  1.5  3.6  38.4  41.4  12.9  3.4  3.9  

悪い（N=123） 71.5  18.7  1.6  3.3  4.9  37.4  37.4  13.0  7.3  4.9  
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（11）地域住民が特別養護老人ホームや障が
い者施設などの福祉施設の建設に反対するこ
と 

（12）野宿生活者（ホームレス）が生活して
いる公園では、子どもを遊ばせないようにす
ること 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 45.7 38.6 7.3 3.6 4.8 10.8 29.6 30.8 23.1 5.7 

性
別 

女性（N=418） 44.5 39.0 9.3 3.1 4.1 9.3 28.0 31.1 27.0 4.5 

男性（N=310） 48.7 39.0 4.5 3.5 4.2 13.5 31.6 30.6 18.4 5.8 

年  

齢 

20歳代（N=48） 18.8  58.3  10.4  8.3  4.2  2.1  22.9  39.6  31.3  4.2  

30歳代（N=107） 41.1  42.1  11.2  3.7  1.9  12.1  19.6  39.3  26.2  2.8  

40歳代（N=135） 43.0  40.7  11.1  3.0  2.2  7.4  18.5  32.6  38.5  3.0  

50歳代（N=127） 46.5  42.5  6.3  1.6  3.1  11.8  29.9  31.5  22.8  3.9  

60歳代（N=153） 48.4  37.3  5.9  3.3  5.2  11.1  38.6  29.4  14.4  6.5  

70歳以上（N=172） 55.8  30.2  3.5  4.1  6.4  14.5  39.5  22.7  15.7  7.6  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 45.6  41.7  7.8  2.4  2.4  8.7  25.2  37.4  24.8  3.9  

ふつう（N=411） 47.2  37.7  6.6  3.9  4.6  11.9  33.6  27.7  21.7  5.1  

悪い（N=123） 41.5  39.8  9.8  4.1  4.9  11.4  26.0  29.3  26.8  6.5  

 

 
（13）教師が子どもの指導のために、ときに

は体罰を加えることも必要だと考えること 

（14）男性同士、女性同士の結婚が制度上認

められないこと 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 23.1 25.6 34.1 12.2 4.9 19.4 29.9 25.8 20.3 4.6 

性
別 

女性（N=418） 26.6 28.5 32.1 8.6 4.3 22.0 33.0 25.4 15.8 3.8 

男性（N=310） 19.7 21.9 36.8 17.4 4.2 16.5 25.8 27.4 26.1 4.2 

年  

齢 

20歳代（N=48） 22.9  22.9  39.6  10.4  4.2  27.1  37.5  18.8  12.5  4.2  

30歳代（N=107） 29.9  25.2  30.8  12.1  1.9  28.0  36.4  19.6  14.0  1.9  

40歳代（N=135） 25.9  28.1  30.4  13.3  2.2  20.0  34.8  24.4  17.8  3.0  

50歳代（N=127） 15.0  35.4  34.6  12.6  2.4  13.4  29.9  37.8  16.5  2.4  

60歳代（N=153） 24.2  23.5  37.3  9.8  5.2  18.3  28.8  26.1  20.9  5.9  

70歳以上（N=172） 22.1  20.3  35.5  14.5  7.6  17.4  22.7  24.4  30.2  5.2  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 21.8  27.7  33.5  14.6  2.4  22.3  32.0  24.3  18.4  2.9  

ふつう（N=411） 24.3  26.3  34.5  10.0  4.9  18.5  29.4  27.0  20.7  4.4  

悪い（N=123） 22.0  21.1  35.0  17.1  4.9  17.9  30.9  24.4  22.0  4.9  
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（15）インターネット上に、個人や団体に対
する誹謗中傷や偏った考えによる意見が書き
込まれること 

 問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
あ
り 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
な
し 

問
題
な
し 

無
回
答
・
不
明 

全体（N=753） 66.9 23.2 3.5 2.1 4.2 

性
別 

女性（N=418） 71.3 20.3 3.8 1.4 3.1 

男性（N=310） 62.3 27.7 2.9 2.9 4.2 

年  

齢 

20歳代（N=48） 54.2  29.2  6.3  6.3  4.2  

30歳代（N=107） 59.8  26.2  7.5  4.7  1.9  

40歳代（N=135） 61.5  30.4  3.7  2.2  2.2  

50歳代（N=127） 70.9  22.0  3.9  0.8  2.4  

60歳代（N=153） 69.3  22.9  2.0  1.3  4.6  

70歳以上（N=172） 76.2  16.3  1.2  1.2  5.2  

暮
ら
し
向
き 

良い（N=206） 68.4  21.4  5.8  1.5  2.9  

ふつう（N=411） 68.1  23.6  2.7  2.2  3.4  

悪い（N=123） 63.4  26.0  2.4  3.3  4.9  
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２ 差別に関する基本的な認識 

（１）質問と回答の状況 

問２  一般的に「差別」というものについて、あなたはどのような考えをお持ちですか。 

   （１）～（12）のすべてについてお答えください。（それぞれ１つに○） 

 

51.9 

50.9 

47.3 

41.6 

32.7 

29.2 

20.6 

18.7 

17.7 

13.4 

10.0 

6.5 

34.9 

34.3 

33.7 

36.8 

36.8 

42.2 

36.3 

24.8 

30.5 

26.2 

31.2 

19.3 

3.2 

4.5 

6.2 

5.6 

8.0 

10.2 

16.1 

19.8 

17.0 

20.5 

20.2 

18.3 

0.8 

2.7 

3.6 

4.5 

9.2 

5.7 

13.4 

15.5 

12.9 

26.4 

17.8 

43.3 

4.6 

3.7 

4.6 

7.4 

9.0 

8.4 

9.4 

16.5 

17.9 

9.7 

17.0 

8.5 

4.5 

4.0 

4.5 

4.1 

4.4 

4.2 

4.2 

4.6 

4.0 

3.9 

3.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差別される人の話をきちんと聴く必要がある

差別は、人間として恥ずべき行為の一つだ

あらゆる差別をなくすために、行政は努力する

必要がある

差別問題に無関心な人にも、差別問題について

きちんと理解してもらうことが必要である

どのような手段を講じても、差別を完全になくす

ことは無理だ

差別を受けてきた人に対しては、格差をなくす

ために行政の支援が必要だ

差別されている人は、まず、自分たちが世の中に

受け入れられるよう努力することが必要だ

差別は法律で禁止する必要がある

差別に対して抗議や反対をすることによって、

より問題が解決しにくくなることが多い

差別だという訴えを、いちいち取り上げていたら

きりがない

差別の原因には、差別される人の側に問題がある

ことも多い

差別は世の中に必要なこともある

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答・不明

N=753

 

 

差別に関する基本的な認識と、その解決のための方策についての質問では、「そう思う」

が最も多かったのは「差別される人の話をきちんと聴く必要がある」、最も少なかったのは、

「差別は世の中に必要なこともある」でした。差別をなくすために、「行政が努力する必要

がある」や「格差をなくすための行政の支援が必要」といった意見については、７割程度の

人が賛成（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）しています。 
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 一方で、「差別されている人は、まず世の中に受け入れられるよう努力することが必要」

は５割台、「差別の原因は差別される側にあることも多い」は４割程度の賛成があり、差別

される側に問題があると考える意見への賛成も一定数あることが示されています。 

 

（２）大阪府調査・前回調査との比較 

大阪府調査と比較すると、行政の努力・支援や「無関心な人にきちんと理解してもらうこ

と」の必要性についての賛成が多くなっています。また、差別される側に問題があるという

意見については、反対がやや多くなっています。全体として、差別問題の解決のための努力

に好意的で、差別される人に対して寛容的な姿勢を示す人が多いと言えるでしょう。 

茨木市の2005年の調査と比較すると、「きちんと理解してもらうことが必要」に賛成が増

加している一方で、「法律で禁止する必要がある」は大きく減少しています。また、「差別

は世の中に必要」、「訴えをいちいち取り上げていたらきりがない」、「差別されている人

は、まず世の中に受け入れられるよう努力することが必要」についても、賛成がやや増加し

ており、差別問題の解決に対して厳しい見方をする人が増えていることもうかがえます。 

 

 

86.8 

85.1 

85.2 

81.2 

85.1 

81.0 

74.5 

83.1 

78.4 

73.5 

69.9 

69.5 

67.0 

71.4 

62.1 

4.0 

3.6 

7.2 

8.3 

7.1 

9.8 

12.0 

5.6 

10.1 

12.7 

9.9 

17.2 

17.4 

15.9 

22.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

そう思う＋どちらかといえばそう思う そう思わない＋どちらかといえばそう思わない

差別は、人間として恥ず

べき行為の一つだ

あらゆる差別をなくすた

めに、行政は努力する必

要がある

差別問題に無関心な人に

も、差別問題についてき

ちんと理解してもらうこ

とが必要である

どのような手段を講じて

も、差別を完全になくす

ことは無理だ

差別を受けてきた人に対

しては、格差をなくすた

めに行政の支援が必要だ

差別される人の話をき

ちんと聴く必要がある

(%)
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56.9 

60.7 

50.5 

43.5 

42.4 

57.6 

48.2 

47.2 

39.6 

38.6 

33.7 

41.2 

43.7 

40.3 

25.8 

25.6 

18.8 

29.5 

23.8 

23.2 

35.3 

33.1 

16.9 

29.9 

27.4 

46.9 

44.3 

42.0 

38.0 

34.7 

29.8 

61.6 

57.4 

62.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

茨木2014

大阪2010

茨木2005

そう思う＋どちらかといえばそう思う そう思わない＋どちらかといえばそう思わない

差別されている人は、ま

ず、自分たちが世の中に

受け入れられるよう努力

することが必要だ

差別に対して抗議や反対

をすることによって、よ

り問題が解決しにくくな

ることが多い

差別だという訴えを、い

ちいち取り上げていたら

きりがない

差別の原因には、差別さ

れる人の側に問題がある

ことも多い

差別は世の中に必要なこ

ともある

差別は法律で禁止する必

要がある

(%)

 

※茨木2005は「賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「反対」で回答。回答者
数は1,435（以下特に表示がない場合は同様） 
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３ 行政の取組み状況についての認識 

（１）質問と回答の状況 

問３  あなたは、次の項目に関する行政の取組み状況について、この５年間に、改善された   

と思いますか、悪化したと思いますか。（１）～（14）のすべてについてお答えくだ

さい。（それぞれ１つに○） 

 

27.1 

22.3 

17.7 

16.1 

14.9 

13.9 

11.8 

10.9 

10.6 

9.0 

8.5 

8.1 

8.0 

5.2 

32.3 

33.5 

40.6 

36.8 

45.3 

42.5 

31.3 

30.7 

32.0 

44.0 

34.1 

31.3 

40.9 

34.0 

12.7 

3.6 

5.7 

1.7 

7.0 

16.5 

1.1 

1.6 

1.6 

9.2 

13.0 

0.9 

2.7 

5.6 

25.2 

37.6 

32.8 

42.8 

30.0 

24.6 

52.7 

54.2 

53.0 

35.1 

41.7 

56.7 

45.7 

52.6 

2.7 

3.1 

3.2 

2.7 

2.8 

2.5 

3.1 

2.7 

2.8 

2.8 

2.7 

2.9 

2.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の保護に関して必要な取組み

障がい者の生活に必要な自立支援や雇用の促進など

の取組み

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）やセクシュ

アル・ハラスメントなどの問題に対する取組み

性別を理由に不平等な扱いを受けたり、役割を強制

されたりしないようにするための取組み

いじめ問題や児童虐待を防止するための対応策

など、子どもの人権を守るために必要な取組み

老後を安心して暮らせるよう、高齢者の生活を支援

するための取組み

同和問題の解決に向けた取組み

ＨＩＶ感染者やハンセン病回復者などの人権問題

や、そうした人々の生活を支援するための取組み

非正規雇用など不安定な就労状態にある人の自立を

支援するための取組み

インターネット上の（インターネットを通じた）

権利侵害を防ぐための取組み

地域で生活する外国人住民が、安心して暮らせる

環境を整えるための取組み

人権侵害があった場合、それを救済するための

制度と取組み

犯罪被害者とその家族の支援に関する取組み

改善されたと思う 変わらない 悪化したと思う わからない 無回答・不明

N=753

同性愛、両性愛、性別違和（性同一性障害）などの

性的マイノリティが自分らしく生きられる社会をつ

くるための取組み

 

 

全体的に、「わからない」という回答が多く、行政の取組み状況について判断できない回

答者が多かったようです。多くの項目で「改善されたと思う」が「悪化したと思う」を上回

っており、行政の取組みが改善したと評価している回答が多くなっています。特に、「障が

い者の自立支援や雇用の促進」、「性別による不平等に関する取組み」については、「改
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善」が「悪化」を大きく上回っています。一方、「高齢者の生活の支援」、「不安定な就労

状態にある人の自立支援」「インターネット上の権利侵害」、「犯罪被害者とその家族の支

援」については、「悪化したと思う」がやや多くなっています。 

 

（２）大阪府調査との比較 

 大阪府調査と比較すると、回答の傾向はほとんど変わりませんが、全体的に「改善された

と思う」が多く、「悪化したと思う」が少なくなっており、本調査の方が行政の取組みの成

果を肯定的にとらえていると言えます。 

27.1 

23.8 

22.3 

16.6 

17.7 

18.4 

14.9 

14.2 

13.9 

10.2 

10.9 

9.0 

10.6 

12.2 

9.0 

5.6 

8.1 

7.5 

8.0 

6.0 

32.3 

27.5 

33.5 

33.0 

40.6 

32.1 

45.3 

38.0 

42.5 

37.3 

30.7 

29.9 

32.0 

29.3 

44.0 

40.3 

31.3 

27.6 

40.9 

37.4 

12.7 

8.6 

3.6 

8.1 

5.7 

6.0 

7.0 

13.8 

16.5 

23.0 

1.6 

2.4 

1.6 

1.6 

9.2 

15.0 

0.9 

2.3 

2.7 

3.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

茨木2014

大阪2010

改善されたと思う 変わらない 悪化したと思う

個人情報の保護に関して必要な取組

み

障がい者の生活に必要な自立支援や

雇用の促進などの取組み

ドメスティック・バイオレンス（Ｄ

Ｖ）やセクシュアル・ハラスメント

などの問題に対する取組み

いじめ問題や児童虐待を防止するた

めの対応策など、子どもの人権を守

るために必要な取組み

老後を安心して暮らせるよう、高齢

者の生活を支援するための取組み

同和問題の解決に向けた取組み

ＨＩＶ感染者やハンセン病回復者な

どの人権問題や、そうした人々の生

活を支援するための取組み

非正規雇用など不安定な就労状態に

ある人の自立を支援するための取組

み

地域で生活する外国人住民が、安心

して暮らせる環境を整えるための取

組み

人権侵害があった場合、それを救済

するための制度と取組み

(%)

 

※大阪府調査に含まれていない質問は図から省いています（以下同様） 


